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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
北
方
領
土
・
貝
殻
島
近
海
に
お
け
る
日
本
漁
船
銃
撃
事
件
の
初
動
対
応
に
関
す
る
質
問
に
対

し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
北
方
領
土
・
貝
殻
島
近
海
に
お
け
る
日
本
漁
船
銃
撃
事
件
の
初
動
対
応
に
関
す
る
質
問

に
対
す
る
答
弁
書

一
、
二
及
び
五
に
つ
い
て

本
年
八
月
十
六
日
日
本
時
間
午
前
八
時
頃
、
在
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
日
本
国
総
領
事
館
が
、
サ
ハ
リ
ン
関
係
当
局
か
ら

最
初
の
連
絡
を
受
け
、
直
ち
に
外
務
本
省
に
一
報
し
た
。
同
連
絡
の
内
容
に
は
不
明
瞭
な
点
が
多
か
っ
た
た
め
、
引
き
続
き
、

在
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
日
本
国
総
領
事
館
が
、
サ
ハ
リ
ン
関
係
当
局
に
照
会
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ロ
シ
ア
側
に
お
い

て
、
「
第
三
十
一
吉
進
丸
」
の
乗
組
員
の
う
ち
の
一
名
が
、
少
な
く
と
も
瀕
死
の
重
傷
を
負
い
、
死
亡
し
た
可
能
性
も
あ
る

と
の
情
報
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
同
日
午
前
九
時
二
十
分
頃
、
在
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
総
領
事
館
が
、
外
務
本

省
に
そ
の
旨
連
絡
を
行
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
外
務
大
臣
及
び
内
閣
総
理
大
臣
官
邸
に
、
同
日
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
前

十
時
の
間
に
報
告
を
行
っ
た
。

三
、
四
及
び
十
に
つ
い
て

本
年
八
月
十
六
日
午
前
十
一
時
三
十
分
、
原
田
親
仁
欧
州
局
長
が
、
ガ
ル
ー
ジ
ン
在
日
本
国
ロ
シ
ア
連
邦
臨
時
代
理
大
使

に
対
し
、
日
本
漁
船
「
第
三
十
一
吉
進
丸
」
の
銃
撃
・
だ
捕
事
件
（
以
下
「
事
件
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
乗
組
員
の
安

一



否
を
含
め
、
事
実
関
係
を
大
至
急
確
認
し
、
通
報
す
る
よ
う
求
め
る
と
と
も
に
、
事
件
が
事
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
領
土
問

題
に
関
す
る
我
が
国
の
立
場
か
ら
到
底
容
認
し
得
な
い
等
の
抗
議
の
申
入
れ
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
ロ
シ
ア
側
か
ら
、
外
交

経
路
を
通
じ
て
、
盛
田
光
広
氏
が
死
亡
し
た
旨
の
連
絡
が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
同
日
午
後
五
時
、
麻
生
太
郎
外
務
大
臣
が

ガ
ル
ー
ジ
ン
在
日
本
国
ロ
シ
ア
連
邦
臨
時
代
理
大
使
に
対
し
、
日
本
人
一
名
の
生
命
が
失
わ
れ
る
と
い
う
極
め
て
由
々
し
き

事
態
が
生
じ
た
こ
と
等
に
つ
い
て
厳
重
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
再
発
防
止
等
を
要
求
す
る
申
入
れ
を
行
っ
た
。

六
及
び
七
に
つ
い
て

本
年
八
月
十
六
日
午
後
四
時
頃
、
ロ
シ
ア
側
か
ら
盛
田
光
広
氏
が
死
亡
し
た
旨
の
連
絡
が
あ
っ
た
こ
と
を
御
家
族
に
連
絡

し
た
の
は
、
課
長
補
佐
未
満
の
外
務
省
職
員
で
あ
る
。

同
月
十
九
日
、
山
中
�
子
外
務
大
臣
政
務
官
（
当
時
）
が
、
盛
田
光
広
氏
の
死
亡
を
確
認
し
御
遺
体
を
引
き
取
っ
た
後
、

御
家
族
と
直
接
お
会
い
し
た
際
、
弔
意
を
伝
え
た
。
ま
た
、
同
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
た
盛
田
光
広
氏
の
葬
儀
に
、
麻
生
太

郎
外
務
大
臣
、
塩
崎
恭
久
外
務
副
大
臣
（
当
時
）
及
び
山
中
�
子
外
務
大
臣
政
務
官
（
当
時
）
よ
り
供
花
し
及
び
弔
電
を
発

出
し
た
。

八
に
つ
い
て

二



本
年
八
月
十
六
日
日
本
時
間
午
後
十
時
三
十
分
、
齋
藤
泰
雄
ロ
シ
ア
連
邦
駐
箚
特
命
全
権
大
使
は
、
ア
レ
ク
セ
ー
エ
フ
外

務
次
官
に
対
し
、
麻
生
太
郎
外
務
大
臣
が
ガ
ル
ー
ジ
ン
在
日
本
国
ロ
シ
ア
連
邦
臨
時
代
理
大
使
に
行
っ
た
も
の
と
同
様
の
申

入
れ
を
行
っ
た
。
申
入
れ
に
関
す
る
訓
令
は
、
日
本
時
間
同
日
午
後
二
時
十
四
分
に
発
出
さ
れ
て
い
る
。

九
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
と
お
り
で
あ
る
。

十
一
に
つ
い
て

外
務
省
と
し
て
は
、
事
件
に
対
す
る
本
年
八
月
十
六
日
の
外
務
省
の
対
応
は
適
切
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

三


